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友定　山口大学教育学部附属幼稚園
が保護者支援に関する研究に取り組
んだのは 2002 年。多くの親が子育
てに不安を抱える状況が社会問題と
なっていたことがきっかけでした。

難しいテーマであるのは承知してい
ましたが、この園では研究を始めた
時点で１５年近くに渡って保育参加
を続けているなど、保護者と正面か
ら向き合おうとする姿勢がありまし
た。保育参加をはじめ、以前から取
り組んでいた「保護者支援メニュー」
を一つひとつ見直し、ねらいや手法

を見つめ直すというスタンスで研究
を進めました。
大森　私たちが研究に前向きに取り
組めたのは、もともと、「保護者と
一緒に子育てに取り組んでいく」と
いう意識があったからだと思いま
す。そのベースには、子どもの成長
は保護者抜きには考えられないとい
う思いがあります。
友定　最初に先生がたに研究テーマ
を提案した際、「保護者を指導する
のではなく、一緒に育っていくとい
う視点で研究をしたい」という意見
が返ってきました。それで、保育者
と保護者が、子どもを中心に置いて
支え合う関係でいたいという思いを
込めて、「共に育つ−子どもと親と
保育者と」という研究テーマにしま
した。
中村　毎日の保育を振り返っても、

「いつも大変ですね」「がんばってく
ださい」といった保護者の言葉に
よって前向きな気持ちになることは

多いです。研究を通して、ともに高
め合っていく関係の良さをさらに実
感しています。

友定　研究で最初に取り組んだの
が、園での３年間を通した保護者の
変容をとらえることです。保護者と
のやり取り、保護者へのアンケート
調査、また保育参加の終了後に行わ
れるミーティングの記録などを検討
し、保護者の抱える悩みや課題には、
子どもの年齢や時期に応じて一定の
傾向があることがわかりました。そ
れをもとに各時期に必要な支援内容

や保育者の配慮をまとめたものが、
保護者成長支援プログラムです。（4
ページ・図 1）
大森　それまで保護者の意識変化
は、保育者それぞれが経験的にとら
えているだけでした。それを見える
かたちに表したことで、３年間を通
してどのように保護者と向き合って
いったらよいか、見通しをもてるよ
うになりました。
中村　そうですね。例えば、入園し
てすぐの時期は保育者に対して一方
的に要望を話される保護者が少なく
ありませんが、しだいに視野が広
がって変化してきます。そうした道
筋が明らかになり、「この時期は話
を聞いてあげることが大事だな」な
どと、自信をもって対応できるよう

になったと思います。
友定　保育者の間で保護者へのかか
わりが共有できたことも、大きなプ
ラスでしょう。若い保育者も、見通

３歳児４月～５月上旬の一部。３～５歳の教育課程の各時期に合わせ、
保護者の姿や支援内容が詳しく書かれ、保育者間で共有されている。

・園生活の具体的なことについてわからず、不安が多い。
・自分の子どもが園生活についていけるか不安になる。
・親同士の関係づくりで不安と緊張がある。

・保護者の緊張を和らげるように接する。
・保護者との信頼関係を築く（帰りのあいさつのときに、その日あったことや保育者が
感じたことを一人ひとりに話す）。
・子どもが何かして遊ぶというよりも、初めての集団生活で安定して過ごせることや慣れ
ていくことがまず大切であることを、保護者が理解できるように話す。

・毎朝、子どもとともに保育室に入っていくことで、生活の雰囲気を感じ取ったり、子ど
もの幼稚園での生活の仕方を知ったりする。
・子どもと保育者に任せようという気持ちで、送り出そうとつとめる（子離れする）。

【通信・講話】園だより、保健だより、園長講話
【相談・懇談・茶話会・ミーティング】学級担任の話、森の木陰のティータイム
【保育活動への参加】保育参加オリエンテーション
【保育環境づくり】花の水やり

保護者の姿

保育者の配慮

保護者支援内容

具体的な活動内容

保護者成長支援プログラム図1

「保育理解」「幼児理解」「保護者自身のあり方」という３つの視点から保護者の成長をとらえた図。
子どもの年齢が上がるにつれて、右上の方向に変化していく。
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保護者の成長過程（保護者サポートシステムより）図2

山口大学教育学部附属幼稚園では、
20年前から保育参加を実施するなど、長期に渡る保護者支援に取り組んできました。

その特徴は、子どもの成長と保護者の変容を見通した
「保護者成長支援プログラム」をもっていることです。

子どもと保護者と保育者が共に育つ
「保護者サポートシステム」を構築

山口大学教育学部附属幼稚園（山口県・国立）

事例紹介　1

「指導」ではなく、一緒に育つ関係へ
保護者支援の研究を進めた山口大学教育学部教授の友定啓子先生、さらに河野令二園長先生をはじめとした
幼稚園の３人の先生がたに、研究と実践のポイントについてうかがいました。

インタビュー

山口大学教育学部
教授

友定啓子先生
2001年から2004年
まで山口大学教育学
部附属幼稚園の園長
を務める。

山口大学教育学部
教授
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河野令二先生

研究主任

大森洋子先生

教務主任
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万紀子先生

保育参加の回数を重ねるごとに
子どもの気持ちを
理解する保護者に

子どもと保護者と保育者が
ともに高め合う関係へ

『保護者サポートシステム』（フレーベル館　2004年）より
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てについてじっくりと話し合う大
切な機会となっています。ふだんは
なかなか聞けない保護者の本音が
聞けることも少なくありません。保
育者と保護者の１対１ではなく、少
数のグループというのも良いので
しょう。実際に保育を見てもらった
あとですから、こちらとしても保育
のねらいを説明しやすいという良
さもあります。

友定　保育参加の良い影響のひと
つには、幼稚園と保護者の協力関係
が強まり、ＰＴＡ活動が活性化して
いることも挙げられます。
河野　「ピーマンＪｒ . の会」と称
する父親だけの集まりも活発です。
これも家庭と幼稚園の距離の近さ
が背景にあるのかもしれません。

中村　卒園後も、工作に使う空き箱
を持ってきたり、行事などのボラン
ティアを申し出てくださったり、園
と保護者のつながりは強いと思い
ます。これは保護者が園の方針を理
解し、共感してくださっているから
だと考えています。
友定　研究と実践を通して、一人ひ
とりの保育者が保護者との関係に
ついて、じっくりと考えるように
なったのも大きな成果と言えます。
大森先生と中村先生は、保育者とし
て保護者支援を行うにはどのよう
な気持ちが大切だと考えています
か。
大森　まずは保護者に興味をもち、
好きになっていくことから始まる
のではないでしょうか。これは決し
て難しいことではないと思います。
一人ひとりの子どもを理解するに
は、その背後にいる保護者を知るこ
とが当然必要になるからです。その

ように、子どもを通して保護者とつ
ながっていくことを大切にしてい
ます。
中村　心を開いて保護者と話すこ
とが必要だと思います。毎日送迎時
に会っていると、「最近、元気がな
いな」などと感じることがありま
す。そういうとき、ちょっと声をか
けてみるだけでも関係は変わって
いくと思います。
友定　保護者と対等な関係を築い
ていくことが、子どもの成長と保育
の充実につながると、双方が実感で
きることが大事です。ここで子ども
たちとかかわった保護者が、地域の
子育て活動に積極的に参加してい
ます。このようにして、地域の子育
て力の向上にもつながっていくこ
とは、とてもうれしいことです。

しをもって保護者に接することがで
きるようになりました。その中で保
護者の変化を促す重要なものが、保
育参加でしょう。保育参加の回数を
重ねるにつれて、保護者は目に見え
て変容していきます。（5 ページ・
図 2）
河野　「子育ては大変だ」と思われ
ている保護者が大半でしょう。かと
いってひとりで思い悩まず、そもそ
も子育ては大変なものだと開き直っ
てしまえば、かなり気が楽になりま
す。そのように発想を変えるうえで
は、自分の子どもだけでなく、他の
子どもを見ることがとても大切で
す。子どもたちを比較するのではな
く、一人ひとりのいろいろな見方や
感じ方を獲得して、それをほかの保
護者と共有できたときに、保護者は
大きく変わるのではないでしょう
か。

中村　保育参加は、園の保育のねら

いを伝えるのにも有効です。特に、
私たちの園の特色である子どもが自
由に遊びを選択する保育は、ねらい
を伝えるのが難しく、ときには遊ん
でいるだけと見られてしまいます。
実際に保育に参加してもらえば、理
解がより深まるだろうという考え
が、そもそも保育参加を導入した原
点です。
大森　子どもに対する考え方を広げ
たり深めたりするのも、目的のひと
つです。保護者は、子育てを「頭」
で考える傾向があります。例えば、
子どもが親の言うことを聞かない
ときに、「なぜわからないのか」と、
大人の頭で考えて、腹を立ててし
まったりします。これは、子どもに
は子どもなりの考え方や感じ方があ
ることを理解していないのが原因で
しょう。その点、保育参加は子ども
の世界を体感して理解するうえで有
効と考えています。
中村　子どもの世界を理解していな
いと、気持ちの面でギャップが生じ
てしまいます。例えば、幼稚園で
作った色水を持ち帰ってきたら、思

わず「捨てなさい」と言ってしまう
保護者もいるかもしれません。でも、
実際に園で一生懸命に作っている姿
を見て、「こんな思いで作っている
んだな」と気づけば、その後の受け
とめ方も変わってくるのではないで
しょうか。
大森　３歳児の保護者の中には、「自
分の子どもがこうだから、ほかの子
も同じだろう」と考えるかたも少な
くありません。自分の子どもしか育
てたことがないのですから、これは
当たり前だと思います。保育参加が
子どもの見方が広がるきっかけにな
れば良いと思っています。
中村　保育参加は、保護者の成長を
促すと同時に、保護者が保育を楽し
める時間でなければならないとも考
えています。子どもと一緒に楽しく
遊んだ結果、保護者として成長する
というのが理想ですね。
友定　保育参加が本当に実のあるも
のになるかどうかということでは、
子どもと一緒に遊んだあとのミー
ティングも非常に大切です。
中村　確かにミーティングは、子育

子どもを取り巻くほかの子ど
もたちが見えてくる。また、
その背後の親も見えてくる。

子どもを子ども集団のひとり
としてとらえる。子ども集団
の育ちを親が支えようとする。

親子は一心同体。
親の一部として
子どもがいる。

子どもは親とは
違う一人の存在
だと気づく。

子どもを一人の
人間として尊重
し、接する。

内包密着 分離 対等 子ども集団の中に
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親子関係の変容過程（保護者サポートシステムより）図3

保護者の視野が広がるにつれて、親子関係が変化する様子を図式化。入園時、親子関係は一心同体だが、
しだいにわが子をひとりの人間としてとらえ、子どもの集団を支えようとする。

保護者としての成長は
子どもと楽しく遊んだ結果

園と保護者の関係が強まって
地域の子育て力の向上へ
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保護者は口をそろえて驚いていまし
た。保護者にとっても初めてだった
前回は、どのように子どもたちと遊
んでよいかが分からずに困惑される
かたが多かったんです。でも、２回
目となるとずいぶん慣れて子どもの
遊びの世界に自然に溶け込んでいた
ようです」

　保育参加の終了後は、保育室で参
加者と担任の先生によるミーティン
グが行われます。話し合われるのは、
その日の子どもの様子や感想、子育
ての悩みなど。例えば、この日参加
した保護者の１人は、１学期のころ、
子どもが毎朝泣いて園に行きたがら
ず、とても悩んでいるとき、ほかの

保護者が話を聞いてくれ、「うちも
そうだった。じきに慣れるわよ」と
言ってくれたことが心強かったとい
う話をされました。
　「ときには、保育者が話すより、
ほかの保護者による経験を交えたア
ドバイスの方が心に届くことがあり
ます。保育参加とその後のミーティ
ングは、保護者同士が情報を交換
し、支え合う場としても機能してい
ます」（中村先生）

　入園当初は、保護者の多くが「自
分の子ども」しか見えない状態です
が、保育参加の回数を重ねるにつれ
て、「クラスの子どもたち」「園の子
どもたち」へと視野が広がっていく
そうです。（7 ページ・図 3）
 自分の子どもの仲間としてほかの
子どもを受けとめることで、園に豊
かな人間関係が広がっています。

　「保護者サポートシステム」の柱
の１つとなっている取り組みが保育
参
・

加
・

です。園が保育参
・

観
・

から保育参
加に変更したのは、1986 年にさか
のぼります。その他にいろいろな保
護者向けメニューがあり、これらを
保護者の状態に合わせて関連づけて
実施する体制にしたそうです（図
４）。
　３・４歳児の保育参加は、すべて
の保護者を対象に、学期に１回、年
３回行います。５歳児の保護者には
その日の保育のねらいを説明し、役
割をもった「保育アシスタント」と
して参加してもらいます。野外活動
やクッキングなど、保護者が入るこ
とによって保育が充実していくもの
を、年間指導計画の中から選んでい
ます。５歳児の保育参加は３学期に
１回行います。
　保育参加の実施期間は１週間ほど
で、各日３～５名が参加。今回、見
学させていただいた３歳・花組の保
育参加には４名の保護者が参加し、

午前中いっぱい、保育室や園庭で子
どもと一緒に遊びました。
　この日も子どもたちは保育室や園
庭で自由に遊んでいます。保護者の
みなさんは慣れた様子で子どもたち
の輪の中に入り、一人ひとりと言葉
を交わしたり、遊びを支えたりして
楽しんでいました。子どもたちも、
友だちのお母さんと遊ぶのを喜んで

いるようです。１学期の保育参加に
比べると、子どもと保護者の双方の
様子が大きく変化したと、教務主任・
花組担任の中村万紀子先生は次のよ
うに話します。
　「１学期は子どもたちがなかなか
落ち着かず、少しぎくしゃくした様
子も見られたのが、『たった半年で
子どもの姿がすごく変わった』と、

「見るだけ」ではなく
「一緒に遊ぶ」

「自分の子ども」から
「園の子どもたち」へ

５つの視点から現場での取り組みを充実させて、保護者の成長をサポートしている。

保育参加や保育体験の場の設定
・保育参加（３・４歳の保護者は各学期１回。５歳児は３学期に１回）
・保育アシスタント（５歳の保護者。保護者１人につき３回程度）

5

子育てを話し合う場や
機会の設定
・茶話会（年４～５回）
・ミーティング
（保育参加、および
保育アシスタントの終了後）

4気軽に話せる
関係作りと日常的懇談
・日常的相談・懇談
・学級懇談（年３回）
・個人懇談（２学期末）
・教育相談（６月下旬）

3

園の方針や考え、
保育内容などの伝達
・通信
（園だより、保健だより）
・講話
（園長講話、副園長講話）

1 積極的に学べる場や
機会の設定
・講演会（年２回程度）
・講座
（子育て講座・年４～５回）

2

保護者
サポート
システム

保護者サポートシステムの実践図4

「保護者サポートシステム」における保育参加
山口大学教育学部附属幼稚園の「保護者サポートシステム」は、実際にはどのように
行われているのでしょうか。2009年10月に行われた３歳児の２回目の保育参加を見学させていただきました。

実 践

◎１回目の保育参加では娘がまだ園に慣れてお
らず、私にくっついて回っていました。それが
今回はほかのお母さんや友達と楽しそうに遊ぶ
のを見て成長の早さに驚きました。遊びを通し
て相手の気持ちを感じ取ろうとする姿など、家
では見せない一面が見られたのがうれしかった
です。先生がたが子どもたちとじょうずにかか
わるのを見るのも、子育ての参考になります。

◎娘が保育参加をとても楽しみにしていまし
た。幼稚園でお母さんと遊ぶという体験がうれ
しいようです。子育てについて悩むこともあり
ますが、保育参加を通して子どもが楽しそうに
過ごしているのを間近に見ると、安心して幼稚
園に送り出すことができます。さらに、ほかの
お母さんと知り合って子育てについて話をする
貴重な機会にもなっています。

守永果奈さん（３歳児） 高杉佳子さん（３歳児）
保護者の 声

山口大学教育学部附属幼稚園 ◎自然を生かし、子どもの動線を考え、動きを豊
かにする環境の構成が特色。園庭では年齢やクラ
スの異なる子どもたちが一緒になってのびのびと遊
ぶ。「保護者サポートシステム」を通した保護者支
援に力を入れ、ＰＴＡ活動も盛ん。

園長	 河野　令ニ先生

所在地	 〒753-0070　
	 山口県山口市白石３丁目１-２

園児数	 160名（３～５歳児）

保護者の成長支援で園
に求められることは、成
長の場と機会を提供す
ること。保育参加は、
保護者がそれぞれのニー
ズとペースで成長するこ
とを支援している。

※ （ ）内は子どもの年齢


